
学科・学年 単位数 使用教科書

進度順 教科書 章 節 単元名・指導項目 教科書 小単元 配当時間 終了予定日 進度 考査範囲

第2節 円 p80～p92 6

第3節 軌跡と領域 p93～p105 4

p104～106 2 4月26日

第１節 三角関数 10 5月13日

第２節 加法定理 9 5月25日

2 5月27日

第１節 指数関数 15 6月17日

第２節 対数関数 16 7月29日

3 8月26日

第１節 微分係数と導関数 8 9月5日

第２節 導関数の応用 9 9月16日

第３節 積分法 11 10月7日

3 10月20日

第１節 ベクトルとその演算 10 11月4日

第２節 ベクトルと平面図形 9 11月25日

3 12月1日

12 12月22日

3 1月6日

第１節 等差数列と等比数列 10 1月27日

第２節 いろいろな数列 7 2月4日

第３節 数学的帰納法 7 2月20日

3 2月24日
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科目名 使用副教材

数学Ⅱ／数学B
国際英語科

2学年 5
 高等学校　数学Ⅱ

高等学校　数学B

(数研出版)

4STEP 数学Ⅱ＋B

(数研出版)

１．科目の目標

　　　　図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数，微分・積分，ベクトル及び数列の考えについて理解させ，
　　　基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を養うとともに，それらを活用
　　　する態度を育てる。

２．学習計画 ３．評価の観点

関心・意欲・態度

　図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数，微分・積分，ベクトル
及び数列における考え方や体系に関心
をもつとともに，数学のよさを認識
し，それらを事象の考察に活用して数
学的な考え方に基づいて判断しようと
する。

5, 円の方程式　　　　　　　　6，円と直線
7，２つの円　　　　　　　　　　8，軌跡と方程式
9，不等式の表す領域

演習＋章末テスト

2
第
4
章

三角関数

p108～143

１．角の拡張　　　　　　２．三角関数
３．三角関数のグラフ　　４．三角関数の性質
５．三角関数の応用　　　６．三角関数の加法定理
７．加法定理の応用

１
学
期
期
末

演習＋章末テスト

1

高
等
学
校
　
数
学
Ⅱ

第
3
章

図形と方程式

1
学
期
中
間

数学的な技能

演習＋章末テスト

　図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数，微分・積分，ベクトル
及び数列おいて，事象を数学的に表
現・処理する仕方や推論の方法などの
技能を身に付けている。

3
第
5
章

指数関数と対数関数 数学的な見方や考え方

p146～171

１．指数の拡張
２．指数関数
３．対数とその性質
４．対数関数
５．常用対数

　図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数，微分・積分，ベクトル
及び数列において，事象を数学的に考
察し表現したり，思考の過程を振り返
り多面的・発展的に考えたりすること
などを通して，数学的な見方や考え方
を身に付けている。

２
学
期
中
間

演習＋章末テスト

4
第
6
章

微分法と積分法

p174～220

１．微分係数
２．導関数とその計算
３．接線の方程式
４．関数の増減と極大・極小
５．関数の増減・グラフの応用
６．不定積分
７．定積分
８．定積分と図形の面積

２
学
期
期
末5

高
等
学
校
　
数
学
Ｂ

第
1
章

平面上のベクトル

p6～41

１．ベクトル　　　　　２．ベクトルの演算
３．ベクトルの成分　　４．ベクトルの内積
５．位置ベクトル　　　６．ベクトルの図形への応用
７．図形のベクトルによる表示

演習＋章末テスト

6
第
2
章

空間のベクトル

学
年
末

第２章

p44～66

１．空間の点　　　　　２．空間のベクトル
３．ベクトルの成分　　４．ベクトルの内積
５．ベクトルの図形への応用
６．座標空間における図形

7

知識・理解

演習＋章末テスト

　図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数，微分・積分，ベクトル
及び数列における基本的な概念，原
理・法則などを体系的に理解し，基礎
的な知識を身に付けている。

3月23日

第
3
章

数列

p70～106

１．数列と一般項　　　２．等差数列
３．等比数列の和　　　４．等比数列
５．等比数列の和　　　６．和の記号Σ
７．階差数列　　　　　８．いろいろな数列の和
９．漸化式　　　　　　１０．数学的帰納法

演習＋章末テスト

平成28年度 数学Ⅱ／数学B シラバス（国際英語科２年）

8 数学Ⅱ・Ｂ

総合演習

まとめ＋演習 応用問題

１．これまで学習した数学Ⅱ・Ｂの内容を振り返りな
　　がら基礎固めを行う。
２．模擬試験の復習や入試問題演習を通して応用力を
　　養成する。

13




